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ＳＰＯＤフォーラム２０１５



今日のワークショップの内容
１．講師の自己紹介
２．グループのメンバー同士の自己紹介
３．テキスト・シラバスの限界
４．コース・デザインとは何か
５．グラフィック・シラバスとは何か
６．グラフィック・シラバスの特徴
７．グラフィック・シラバスの例
８．グラフィック・シラバスのまとめ方
９．グラフィック・シラバスの作り方
10．グラフィック・シラバス作成手順
11．グループ＆全体プレゼンテーション
12．参考文献
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今日のワークショップの到達目標

１．テキスト・シラバスの限界を説明できる。
２．グラフィック・シラバスの特徴を説明できる。
３．グラフィック・シラバスの作成手順を説明で

きる。
４．自分の授業のグラフィック・シラバスを書き

上げる。
５．自分の授業のグラフィック・シラバスを発表

する。
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講師の自己紹介

宮田政徳
専門：英語学、高等教育
ＦＤ歴：２００２年より、徳島大学大学
開放実践センターの高等教育支援研究開
発部門に所属し、全学ＦＤの企画・運営
を担当。現在は、総合教育センターの教
育改革推進部門に所属。ＳＰＯＤではＳ
ＰＯＤコア運営協議会で徳島大学ＦＤ担
当者。
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グループメンバー同士の自己紹介

１．机の上のＡ４の紙を４折りにして開き、外側の２辺を内側に
折って重ねて下に置き三角形にして、上の２辺に次のように
①自分の所属（大学名）と氏名
②自分の専門や教えている授業科目の内容
を書いて下さい。
２．記入し終えたら、①を相手方に見えるように置いて下さい。

３．机のグループのメンバー同士で②を主に参考にして、自己
紹介して下さい。（１人２分位で交替して下さい）
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ネームプレート作り

グループのメンバーの自己紹介



テキスト・シラバスの限界
１．シラバスを読まない学生
・シラバスはちゃんと読まれているの？

２．シラバスを読めない学生
・読解力の低下に伴い、テキストよりグラッフィクになじみがある。

３．テキストシラバスは全体構造が伝えにくい。
・文章で記載されたテキストシラバスは、15回の授業のコース全体の構造

が伝えにくい。

・学習の最初に、その学問特有の知識枠組み（知識体系）を示すことが、

効果的な学習には有効である。

・テキストシラバスの弱点を補強するために、グラフィックを用いたシラバス

（グラフィック・シラバス）を併用するとよい。
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テキスト・シラバスの限界

大学教員 学生

（熟達者） （初学者）

構造化された知識をテキスト・シラバスは伝えられない。

（体系化）
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授業構造の可視化

構造化
された
知識

テキスト・シラバス

構造化されて
いない知識

構造化
されない

知識



学習の可視化（カリキュラムマップの例）
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学習の可視化（カリキュラムマップの例）
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1年

2年

3年

4年

微分方程式１＼微分方程式２＼複素関数論＼ベクトル解析
量子力学＼熱・統計力学＼基礎固体物性論

解析力学

電気回路１・演習＼電気磁気学１・演習

電気回路２・演習＼電気磁気学２・演習＼
過渡現象＼ プログラミング基礎＼

半導体工学基礎＼エネルギー工学基礎論＼
基礎制御理論＼情報通信基礎＼電子回路基礎

電気電子工学基礎演習

電気電子工学実験１

エンジニアリング入門

電気電子工学基礎実験

卒業研究

エンジニアリングデザイン演習

技術者・科学者の倫理

電気電子工学特別講義

知的財産の基礎と活用
＼知的財産事業化演習

職業指導＼
生産管理＼労務管理

福祉工学概論

量子工学基礎＼電子物性工学＼
電子デバイス＼電子物理学＼
光デバイス工学＼電気・電子材料工学＼
半導体ナノテクノロジー基礎論

電子回路設計＼パルス・ディジタル回路
＼論理回路＼集積回路工学

計測工学＼制御理論
通信工学＼通信応用工学
＼ディジタル信号処理

＼システム解析＼電磁波工学

電気機器１＼電気機器２＼機器応用工学
＼パワーエレクトロニクス＼高電圧工学

＼発変電工学＼電力系統工学
＼照明電熱工学

電気電子工学実験２

初級技術英語

中級技術英語
＼上級技術英語

実用技術英語＼
英語プレゼンテーション技法

英語コミュニケーション

工業基礎物理＼工業基礎数学

工業基礎英語

電気施設管理及び法規
＼無線設備管理及び法規

設計製図

キャリアプラン入門・基礎 ※1

キャリアプラン ※1

短期インターンシップ

高大接続

自主プロジェクト演習１

プロジェクトマネジメント基礎
＼自主プロジェクト演習２

自主プロジェクト
演習３

大学入門講座

歴史と文化＼人間と生命＼生活と社会
＼ 自然と技術＼ウェルネス総合演習

英語＼独・仏・中情報科学

基礎数学＼
基礎物理学

学習目標２

学習目標１

学習目標７

学習目標１２

学習目標８

学習目標３，４，５，６

学習目標１１

学習目標９

学習目標１０

電気数学演習

電気電子工学入門実験

プログラミング演習

電気電子工学輪講

ニュービジネス概論

マイコンシステム設
計

アイデア・デザイン創造

電気電子工学科カリキュラムマップ

電気電子工学実験３

微分方程式特論＼数値解析＼確率統計学

電気電子工学創成実験

英語＼独・仏・中
※１ 入学年度により科目名ならびに設置学年・学期が異なります



学習の可視化（カリキュラムマップの例）
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歯科臨床示説 統合臨床講義
総合歯科学

一 ～ 五
臨床実習 研究基礎ゼミ

社会と歯科医療

医の倫理と
安全管理

隣接医学
Ａ・Ｂ・Ｃ

内科学
第一 ～ 第三

外科学
第一・第二

臨床心理学

医療コミュニケー
ション

医学細胞生物
学･人類遺伝学

バイオマテリアル･バ
イオエンジニアリング

加齢歯科学

口腔外科学

歯科矯正学

口腔インプラント学

口腔内科学

歯科保存学
第一・第二

歯科麻酔科学

小児歯科学

歯科補綴学
第一・第二

歯科放射線学

口腔と健康

衛生公衆衛生学 予防歯科学

統合発表・生涯学習 １２ １３

臨床医学 臨床歯学４ ５１０

１１

倫理社会

予防･公衆衛生
歯学概論

生理学生化学
解剖学

第一・第二
薬理学

歯科理工学病理学病原微生物学
歯科基礎医学

３

６

大学入門講座

共通教育

ドイツ語
フランス語

中国語

英語

歯科英語

外国語

７ ８

人間と生命 歴史と文化

ウェルネス
共創型

ヒューマン
生活と社会

教養文化 ２

基礎化学実験

自然と技術 情報科学

基礎物理実験

基礎生物

基礎化学 基礎物理学

基礎生物学実験

基礎数学自然科学 １

早期体験実習 ９

歯学科



知識構造の体系化
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Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ



知識構造の体系化

学生は知識の数々を結びつけようとする。この結合が意味の
ある形で正しく体系化された知識構造となっているとき、学生は
効果的かつ効率的に知識を取り出し、それを応用することがで
きる。反対に、知識が不正確あるいはでたらめに結合されたと
き、知識を取り出したり、適切に応用したりするのが難しくなる。
（『大学における「学びの場づくり」ーよりよいティーチングのた
めの７つの原理』、スーザン A アンブローズ他、栗田佳代子
訳）
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知識を体系化する方法は、学生がどのように
学習し、知っていることをどのように応用するか
に影響を及ぼす。



認知領域の学習到達目標
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評価 (EVALUATION)
統合 (SYNTHESIS)
分析 (ANALYSIS)
応用 (APPLICATION)
理解 (COMPREHENSION)
知識 (RECALL)

(Benjamin Bloom’s Taxonomy, 1956)

認
知
領
域
の
学
習
活
動

学習の質が高い 深い学習



コース・デザインとは何か？
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授
業
計
画

コース・デザイン
（１５回の授業の計画を立てる）

クラス・デザイン
（１回の授業の計画を立てる）

シラバス グラフィック・シラバス

授業計画書（指導案）



授業計画書の例
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コース・デザインのポイント
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ひ

シラバス

グラフィック・シラバス



グラフィック・シラバスとは何か

授業における重要概念間の系統性・関連性を図式化
したフローチャート（流れ図）やダイアグラム（図形）で
ある。 (Linda B.Nilson 2007)
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コンセプト・マップ（概念地図法）と呼ばれている学習指導法
をシラバスに応用したもの。元来は、初等・中等教育において、
学習者の知識状態を確認するために使用されている。

知識の総合性・体系性を示すことができる。

図示により、情緒面・注意面・教示面・支援面・記憶面で学
習者の内容理解を高めることができる。



グラフィック・シラバスの特徴

学問分野によって異なる形状となる。（直線的なもの
から、螺旋型まで）

教授者にとっては、教育のための知識の組織化に
有効である。

学習者にとっては、効果的な概念理解のために有効
である。

授業初日に提示したり、毎回の授業で提示したり、
授業の単元が進む毎にマップの要素を付け足して
行ったりできる。
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グラフィック・シラバスの例（図形型）
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グラフィック・シラバスの例（図形型）
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グラフィック・シラバスの例（線形型）
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グラフィック・シラバスの例（線形型）
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グラフィック・シラバスの例 （自作）

【料理】 【調理方法】

料 理 と 調 理 法

グラ
タン

エビ
チリ

目玉
焼き

すき
焼き

ロー
スト・
ビーフ

おで
ん

鍋 中華鍋

フライパン オーブン

すき
焼き

エビ
チリ

目玉
焼き

ロー
スト・
ビー
フ

グ
ラ
タ
ン

お
で
ん



グラフィックシラバスのまとめ方
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パターン１（矢印を使う）

How to get 
students to 

do the 
readings

Daily homework

Daily quizzes

In-class exercises

Cold-call recitation



グラフィックシラバスのまとめ方
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パターン２ （線で結ぶ）

How to get students 
to do the readings

Daily 
homework

In-class 
exercise

s

Daily 
quizzes

Cold-call 
recitation



グラフィックシラバスのまとめ方
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パターン３（枠や図形の中に入れる）

Daily homework Daily quizzes

In-class exercises             Cold-call recitation

How to get 
students to do 
the readings



グラフィック・シラバスの作り方

自分が担当する或授業の１５回分の授業のグラフィック・シラバ
スを作成し、各回の繋がりを示す。（持参したテキスト・シラバス
を参考にして作成する。）

自分の専門領域の学問体系を示すグラフィック・シラバスを作
成する。

パターン１とパターン２のミックス（或１５回分の授業は、自分の
専門領域の学問体系の何処に位置するかを示すグラフィック・
シラバスを作成する。）
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パターン１

パターン２

パターン３



グラフィック・シラバス作成手順
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全体の流れ

グラフィック・シラバス作成個人ワーク （20～30分）

ペアワークによるブラッシュ・アップ （20分）

グラフィック・シラバス作成個人ワーク（仕上げ）（10分）

全体又はグループによるプレゼンテーション （20分）



グラフィック・シラバス作成手順

１．自分の授業で大事なことだと思っていること（概念、ア
イデア、キーワード等）を全て書き出す。

２．書き出したものを見ながら、最も重要だと思っている概念、
アイデア、キーワードを厳選して絞り込み、ポスト・イットに書く。

３．意味のあるまとまり毎にポスト・イットを分類する。（ＫＪ法）

４．まとまり毎のポストイットに見出しをつける。この見出しがグ
ラッフィク・シラバスで使う重要概念となる。 （ＫＪ法）

５．A３用紙で、この見出し（重要概念）を意味のあるように整理
し、グラッフィク・シラバスを完成する。 （ＫＪ法）
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個人ワーク（20～30分



ＫＪ法とは

日本で多くの人々が新しい知識を作り出す時に用い
ているものとしてKJ法がある。

名前のKJは、提唱者の文化人類学者、川喜田二郎

（東京工業大学名誉教授）のイニシアルから来ており、
元来は 学問的な方法論であったが、1960年代から70
年代の高度成長期に、ビジネスマンの間で 広く用いら
れた経緯がある。

30

カード操作による発想法



KJ法の４つの作業段階
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グラフィック・シラバス作成手順

１．話し手は教員役、聞き手は学生役となります。（一人２分位）
２．話し手は、自分の作成したグラフィック・シラバスの背景にあ

る考え方を説明します。細かな内容の説明ではなく、構造原
理を簡潔に説明します。

３．聞き手は、話し手の説明がグラフィック・シラバスにうまく表
現できているかどうかを判断しながら聞きます。意味不明や
一貫性がない部分があれば、質問します。代替案の提案も
行います。

４．今度はパートナーを変えて、２回目のブラッシュ・アップを行
います。 （一人２分位）
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ペアワークによるブラッシュ・アップ （２０分）



グラフィック・シラバス作成手順

ペアワークのフィードバックによってブラッシュ・アップ
されたグラフィック・シラバスを修正して、Ａ３の紙に清
書して仕上げて下さい。
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フィードバックによる修正と仕上げ （10分）



グラフィック・シラバス作成手順

＜グループ内で発表＞（10分）

グループのメンバー同士で、一人ずつ自分の作成した
グラフィック・シラバスを発表して下さい。（１人２～３分
位で）

＜全体で発表＞（10分）

各グループの代表（よく出来たグラフィック・シラバスを
作成した人）が自分の作成したグラフィック・シラバスを、
前に出て発表して下さい。（１人２～３分位で）
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プレゼンテーション （２０分）
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